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　初日からチームに勢いをもたらしたのが岡田。１５００ｍではレースの流れに
も上手く乗れて２位。最終日の３０００ｍも、途中苦しくなる場面もあったが、
我慢の走りが出来て、こちらも２位。共に市高記録の立派な走り。関東大会で
も、岡田らしい堂々とした走りで、全国の切符を獲得してほしい。
○岡田：「1500m、3000mの予選では余裕を持ちながらラスト気持ちよくあ
げて、関東大会のいい練習になったと思います。
2種目とも決勝では強い気持ちを持ってスタートから積極的に順位を狙った
レースを進め、自己ベストを更新することができて嬉しかったです。
東日本と、京都の駅伝を一緒に過ごした強豪校のメンバーと同じ舞台で戦う
ことができとても楽しいレースになりました。
関東大会でも今回のような強い気持ちを持ち、積極的なレースを心がけて１つ
でも上の順位を狙って全力でがんばります！」
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　３日目に実施されたのが男走高跳。ここ数年、トラック内側の芝生
内からの助走になり、それを克服することが絶対条件に。津里も、助
走がまとまらない跳躍もあったが、それを試合の中で修正すること
が出来て自己ベストを更新。実力は、まだまだこんなものではないの
で、関東へ向けていい準備をして、インターハイで跳躍する姿を見た
い。
○津里：「地区大会よりも自分の動きを出して自己ベストを出すこと
が出来ました。試合の中で徐々に動きの質を高めていけたことが今
回よくできた点だと感じた一方で、高い高さに対する技術が足りず
自分の目標としていた記録をクリアすることが出来なかったので、
関東大会では県大会で見つけた課題を改善し、自己ベストを更新し
てインターハイの舞台に立てるよう練習を積んでいきます。」
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○蔵野：「予選前は前日までの疲労を少し感じて、すごくよく体が動くという訳ではありませんでしたが、予選からチームベスト、ラップベストを出す
ことができました。予選を走って体の調子も上がり決勝前は信じられないほど体がよく動きました。ラップタイムの目標であった56秒台を達成して
チームに貢献できて良かったです。今回は後半の切り替えが上手くいったので、関東では入りのスピードを上げて後半はこのままで走り、前の3人
が安心して思いきり走れるように55秒台で走りたいです。バトンパスなど、まだまだ改善点はたくさんあるので関東までしっかり練習して、本番は
2本ともベストで実力を出し切りたいです。」

　昨年、この大会で予選敗退をした女マイル。その悔しさをバネに１
年間準備をしてきた。予選からチームベストの走りをみせ、決勝では
市高記録も更新。このままの勢い、ではなくて、もう一度、準備をし
直して関東へ向かう。
○樽角：「決勝ではラストの切りかえを早く入れてホームで粘れたの
で予選よりタイムを上げられました。ただ前半のスピードがガタガタ
で走りの流れに納得のいかない部分も多かったです。勝負はここか
らなので58秒台で走れるようにスピードを上げること、調整力を上
げることに力を入れ、関東では予選から納得のいく走りをしてイン
ターハイ行きます。」
○鈴木：「昨年のこともあり、決勝に進むために予選からしっかり入
るようにしました。なので前半はスピードを出せましたがラストで落
ちて目標ラップに届きませんでした。決勝は2走のオープンになると
ころが団子になると予想できいたので、ひとつでも前の順位に入れ
るよう位置取りをしてスピードを出しました。300過ぎ辺りで抜か
されそうになったところで少しギアを上げられ、3走にも悪くない位
置でバトンを渡せました。ラップもチームベストも出ましたが、どうし
てもラストの100で足が動かなくなって軽くなってしまうので、動き
を崩さずにしっかり踏んで、あとラップを1秒上げてチームに貢献で
きる走りができるようにしたいです。応援ありがとうございまし
た。」
○石塚：「まずはチームベストを出して関東大会にラウンドを進める
ことができて良かったです。ですが自分の走りは納得していなくて、
課題としていた後半をまとめきれなかったです。もっとラップタイム
を出せると思うし出さないといけないので、ここから関東に向けて
は後半の走りを崩さないことに焦点を当てて練習していきます。関
東ではラップタイムで最低でも57.5は出し、予選決勝どちらもチー
ムベストでインターハイに進みます。」
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津里 男走高跳 ２位入賞

『自己ベストでも、これから』

岡田 女１５００m・３０００ｍ ２位入賞

『堂々の２種目関東へ』
女１６００ｍR ２位入賞

『昨年の借りを返し、次のステージへ』
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